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１．なご丸の運行概要
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

名護市ではコミュニティバス（なご丸）が計3路線運行（循環線、二見以北線、羽地・屋我地線）。
各種改善を図りながら、R8年3月末時点で、循環線が計927日、二見以北線が計768日、羽地・屋我地線が計442日を継続的に運行

循環線 二見以北線 羽地・屋我地線

行き先・便数 ①右回り 8便
②左回り 7便

①天仁屋行き 4便
②名護バスターミナル行き 4便

①運天原行き ４便
②名護バスターミナル行き ４便

①右回り 7:30～19:26
②左回り 7:45～18:18

①天仁屋行き 5:40～20:15
②名護バスターミナル行き 6:55～21:27

①運天原行き 6:45～18:39
②名護バスターミナル行き 7:25～19:53運行時間帯

運行期間 ＜実証運行＞R5.９.17～R6.９.30
＜本格運行＞R6.10.1～

＜実証運行＞R6.2.23～
＜本格運行＞R7.10.1～

＜実証運行＞R7.1.14～
＜本格運行＞R7.10.1～

運行エリア 市街地エリア 市街地エリア～二見以北エリア 市街地エリア～羽地・屋我地エリア

一律200円 同一エリア内 200円
エリア移動 400円

同一エリア内 200円
エリア移動 400円

運賃
（一般）

継続運行日数
(~R8年3月末) 927日 768日 442日

• R6.10.1より左回り8便目を廃便。
また、一部連続運行をする便の名護バス
ターミナルをまたいだ利用が可能とした

• R6.12.2より78名護東部線に代わり
増便し運行（計6便⇒計8便）

• R7.5.12にダイヤ・ルート変更（高校帰宅
対応、大川バス停経由）

• 屋我地ひるぎ学園に通学する生徒などへの
対応として、運天原行き1便から名護バス
ターミナル行き1便に連続乗車が可能
（料金は1回乗車分）

備考

■運賃割引対象 ■支払方法
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＜参考＞循環線:運行ルート
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況
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＜参考＞循環線:運行ダイヤ
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況
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＜参考＞二見以北線:運行ルート（～R7.5.11)
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況
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＜参考＞二見以北線:運行ダイヤ（～R7.5.11)
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況
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＜参考＞二見以北線:運行ルート（R7.5.12～)
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況
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＜参考＞二見以北線:運行ダイヤ（R7.5.12～)
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

4便平日で
経由しない
ように変更

4便平日で
経由する
ように変更

経由する
ように変更

経由する
ように変更
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＜参考＞羽地・屋我地線:運行ルート
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況
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＜参考＞羽地・屋我地線:運行ダイヤ
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況
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２．分析結果まとめ（利用者数）
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

R5年9月の循環線運行開始以降、なご丸の累積利用者数は約16.4万人に達している。最新のR8年1月では月間7,692人が利用しており、直近
数か月にわたり概ね7千人台後半で推移するなど、全体として堅調に推移している。路線別では、循環線が月5,056人（構成比66％）と利用の中
心を占め、これに羽地・屋我地線1,421人（18％）、二見以北線1,215人（16％）が続いており、全路線で利用が定着しつつある。

出所:コミュニティバス運行事業者からの提供データ（2023.9.17～2026.1.31）
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３．分析結果まとめ（収入関連:運賃収入）
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

R5年9月の循環線運行開始以降、累計運賃収入は約1,520万円。最新のR8年1月は月間73.5万円で、循環線38.8万円（収入比53％）、
羽地・屋我地線17.7万円（24％）、二見以北線17.1万円（23％）。利用構成（66％・18％・16％）に対し収入構成は支線の寄与が相対
的に高く、直近5か月の収入は各路線とも安定しており、全体として堅調に推移している
（概算の平均収入単価・R8年1月:循環線76円/人、羽地124円/人、二見140円/人（運賃種別・割引・無料乗車等により変動））

出所:コミュニティバス運行事業者からの提供データ（2023.9.17～2026.1.31）
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３．分析結果まとめ（収入関連:収支状況）
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

R7年度におけるなご丸の収支状況を見ると、循環線・二見以北線・羽地・屋我地線のいずれも費用超過の構造にあり、
なご丸全体の収支額（推定）は▲7,815.8万円、収支率は10.2％にとどまっている。
一方で、循環線ではR5→R7年度にかけて収支率が7.9％から12.9％へ改善しており、利用定着に伴う収入増の効果は一定程度確認できる

出所:コミュニティバス運行事業者からの提供データ（2023.9.17～2026.1.31）
※ R7.4.1～R8.1.31の日平均収入額を年間拡大したした値より算出した推定値

R5年度 R6年度 R7年度

循環線

収入 180.2万円
（197日:R5.9.17～）

408.8万円
（365日）

400.9万円
（306日:～R8.1.31）

運行経費 2,274.7万円
(197日:R5.9.17～)

3,474.0万円
（365日）

3,709.0万円
（365日）

収支額 ー2,094.6万円 －3,065.3万円 ー3,230.8万円（推定※）

収支率 7.9% 11.8% 12.9%（推定※）

二見以北線

収入 10.7万円
（38日:R6.2.23～）

131.2万円
（365日）

154.8万円
（306日:～R8.1.31）

運行経費 163.1万円
（38日:R6.2.23～）

2,130.9万円
（365日）

2,655.1万円
（365日）

収支額 ー152.4万円 ー1999.7万円 ー2,470.4万円（推定※）

収支率 6.6% 6.2% 7.0%（推定※）

羽地・屋我地線

収入 - 42.3万円
（77日:R7.1.14～）

191.3万円
（306日:～R8.1.31）

運行経費 - 616.7万円
（77日:R7.1.14～）

2,342.7万円
（365日）

収支額 - ー574.4万円 ー2,114.6万円（推定※）

収支率 - 6.9% 9.7%（推定※）

計

収入 190.9万円 582.3万円 747.1万円
（306日:～R8.1.31）

運行経費 2,437.9万円 6,221.7万円 8,706.9万円
（365日）

収支額 ー2,247.0万円 ー5,639.4万円 ー7,815.8万円（推定※）

収支率 7.8% 9.4% 10.2%（推定※）
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４．分析結果まとめ（循環線）
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

R7年度第3回協議会（書面開催）報告時で報告した分析結果から大きな構造的な変化は見られない
引き続き路線特性に応じた改善検討を進めていく

今回報告内容:R7.4～R8.1（10か月）の実績を分析（前回報告内容: R7.4～11 （8か月） ）

①概況

• R5.9月の運行開始以降、利用者数は増加し直近のR8年1月では5,056人/月
• R5.9月の運行開始からの累積利用者数は120,459人利用者数

• 利用者数は増加傾向にあり、特に平日の利用増が顕著
• 平日 :176.5人/日（R5.9月比＋126％）
• 土日祝:141.8人/日（R5.9月比＋28%）
• 全日 :163.1人/日（R5.9月比＋82%）

日平均
利用者数

方向別
日平均
利用者数

＜左回り＞
• 順調に増加しており、特に平日の利用増が顕著

• 平日 :86.0人/日（R5.9月比＋116％）
• 土日祝:70.1人/日（R5.9月比＋33%）
• 全日 :79.8人/日（R5.9月比＋80%）

＜右回り＞
• 順調に増加をしており、特に平日の利用増が顕著

• 平日 :90.5人/日（R5.9月比＋138％）
• 土日祝:71.8人/日（R5.9月比＋23%）
• 全日 :83.3人/日（R5.9月比＋84%）

③R7年度
の状況

R8.1

方向別
日平均
利用者数

＜左回り＞
• R7年度はR6年度と比較して特に平日で増加

• 平日 :+18％
• 土日祝:+9%
• 全日 :+15%

＜右回り＞
• R7年度はR6年度と比較して特に平日で増加

• 平日 :+17％
• 土日祝:+14%
• 全日 :+16%

R8.1

増減率 増減率

• 連続運行をしている便でのまたぎ利用を確認できたものは
事業者提供の乗降データによるとR6.10～R8.1の15か月で計16人にとどまっている

②連続運行
の効果

名護バスター
ミナルまたぎ
利用

属性別
利用状況

• 特に高齢者と高校生（平日）の利用が増加
＜高齢者＞
• イオンや名護十字路での乗降が多く、買い物等での利用が多いことが推察される
＜高校生＞
• 1便では名護高校東や北部農林高校のある名護バスターミナルでの降車が増加しており、6、7便でも帰宅のための
乗車が確認される

• 帰宅時にはイオンや第二名座喜原・名護十字路の降車も確認され、買物・娯楽の立ち寄り利用も想定される
⇒高校生に対するさらなる利用促進施策を検討予定

別紙P1

別紙P2

別紙P3

別紙P4

別紙P5

別紙P7

別紙P20-23

別紙P24-29
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大川バス停
利用状況

５．分析結果まとめ（二見以北線）
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

二見以北線では、ダイヤ・ルート変更による利用増の効果は一定程度確認できるものの、新たに経由するようにした大川バス停や高校周辺バ
ス停の利用は平均1人/日以下にとどまっている。利用のされ方の傾向は前回（R7年度第3回協議会・書面開催）報告時から大きく変化して

おらず、分析結果を踏まえ、引き続き改善検討を進めていく
今回報告内容:ダイヤ・ルート変更後の8か月半(R7.5.12～R8.1.31)程度の実績を追加分析(前回報告内容: R7.5.12～R8.11.30(6か月半))

①概況

• R6.2月の運行開始以降、利用者数は増加し最新のR8年1月では1,215人/月
• R5.9月の運行開始からの累積利用者数は26,243人利用者数

• 利用者数は増加傾向にあり、特に平日の利用増が顕著
• 平日 :42.4人/日（R6.2月比＋106％）
• 土日祝:34.2人/日（R6.2月比＋1%）
• 全日 :39.2人/日（R6.2月比＋50%）

日平均
利用者数

方
向
別

日
平
均

利
用
者
数

＜天仁屋行き＞利用が微減
• 平日 :16.1人/日（変更前19.9人/日）
• 土日祝:18.3人/日（変更前19.9人/日）
• 全日 :16.8人/日（変更前19.9人/日）

＜名護バスターミナル行き＞特に平日に利用が増加
• 平日 :25.0人/日（変更前22.8人/日）
• 土日祝:19.7人/日（変更前19.1人/日）
• 全日 :23.3人/日（変更前21.5人/日）

ダイヤ・ルート
変更後

R7.5.12～

ダ
イ
ヤ
・

ル
ー
ト

変
更
前
後

②利用
のされ方

• 全ての便で二見以北エリア内の移動利用はほぼない
•二見以北～市街地エリア間は平日の名護バスターミナル行き1便が7.4人/日（うち、高校生が5.7人/日）と多
い傾向。その他の便は最大でも5人程度にとどまる

全体

1便の
通学利用

名護バスターミナル行き1便の高校生の利用者
＜乗車バス停＞二見以北エリアの各バス停での乗車が確認（多いのは瀬高公民館前で3.18人/日）

ダイヤ変更により新しく経由するようになった大川での乗車は0.60人/日
＜降車バス停＞高校付近にあるバス停の合計が6.3人/日

（名護高校前3.29人/日、名護バスターミナル0.94人/日、名護商工2.03人/日）

R8.1

ダイヤ・ルート
変更後

R7.5.12～

別紙P30

別紙P31

別紙P33

別紙P35

別紙P45

４便の
利用状況

（高校経由）

4便の天仁屋行きではダイヤ変更により平日はイオンを経由せず高校経由にルートを変更。
＜一般・高齢者＞ダイヤ変更前より利用が減少しており、イオンを経由しなくなったことが理由と想定される。
＜高校生＞ダイヤ変更前より利用が減少しており高校乗車は少ない（名護高校前0.39人/日、名護商工前0.18人/
日）。高校を経由するのが19時過ぎと遅めの時間帯であることが要因の一つと推測される別紙P46

⇒住民ヒアリング等の結果も踏まえながら、デマンド運行を含めた住民にとって利用しやすい運行形態の検討を進める

別紙
P41－45

• 新しく経由するようになった大川での乗降は平均1人/日以下と少ない。
＜平日＞名護バスターミナル行き 乗車 0.61人/日（高校生の1便利用が0.60人/日）、降車0.01人/日

天仁屋行き 乗車 0人/日 、降車0.1人/日
＜休日＞名護バスターミナル行き乗車0.05人/日、降車0人/日 天仁屋行き 乗車0人/日、降車0人/日

ダ
イ
ヤ
・
ル
ー
ト
変
更

の
影
響
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６．分析結果まとめ（羽地・屋我地線）
名護市コミュニティバス（なご丸）利用状況

羽地・屋我地線では、R7年度第3回協議会（書面開催）で報告した分析結果から大きな変化は見られない。
本分析結果や路線特性を踏まえ、引き続き路線改善検討を進めていく

前回報告内容: R7.4～11（8か月）の実績分析結果、今回報告内容:R7.4～R8.1 （10か月）の実績を追加分析

利用者数

日平均
利用者数

便別日平均
利用者数

移動区間

主
な
利
用

属
性

平
日

1便
2便
3便
4便

土日祝

乗
降
バ
ス
停

平
日

全
体

土日祝

通
学

（
1
便
）

R7年1月14日の運行開始以降、利用者数は増加し最新のR8年1月では1,421人/月（45.8人/日）。累計17,566人が利用。

土日祝より平日利用が多い傾向 平日:55.9人/日（運天原行き23.2人/日、名護バスターミナル行き32.7人/日）
土日祝:29.8人/日（運天原行き17.1人/日、名護バスターミナル行き12.8人/日）

便あたりの日平均利用者数は最大で14.1人/日で、平日・土日祝によって傾向は異なる。
運天原行き 平日: ＜1便＞5.3人/日 ＜2便＞4.0人/日 ＜3便＞6.5人/日 ＜4便＞5.6人/日

• 運天原行き 土日祝:＜1便＞1.1人/日 ＜2便＞4.1人/日 ＜3便＞6.2人/日 ＜4便＞4.8人/日
名護BT行き 平日: ＜1便＞9.8人/日 ＜2便＞6.2人/日 ＜3便＞14.1人/日 ＜4便＞2.1人/日

• 名護BT行き 土日祝:＜1便＞3.1人/日 ＜2便＞5.7人/日 ＜3便＞4.8人/日 ＜4便＞1.8人/日
羽地・屋我地内での移動が多いのは運天原行きの平日1便（2.5人/日）と、名護バスターミナル行き平日3便（6.5人/日）
名護バスターミナル行き平日1便はエリア間移動が多く9.4人/日で、うち高校生が7.1人/日。
その他の便では市街地～羽地屋我地エリア間の移動が多い傾向で最大で6人/日程度。

運天原行き 名護バスターミナル行き
小学生・中学生が多く計2.6人/日（49%） 高校生が多く7.2人/日（73%）

高齢者が多く2.1人/日（51%） 高齢者が多く4.1人/日（65%）
高齢者が多く4.3人/日（66%） 小学生・中学生が多く合わせて7人/日（75%）

高校生の帰宅利用も確認される1.5人/日（26％） 一般が最も多く1.2人/日（54%）
高齢者、一般の利用が主で各便1~2人/日程度

＜乗車バス停＞
1位:名護バスターミナル7.2人/日、2位:イオン7.1人/日

＜降車バス停＞
1便の通学を除き各バス停にばらけており最大3人/日程度

＜乗車バス停＞
1位:旧屋我地支所前8.0人/日、2位:屋我地ひるぎ学園5.2人/日
＜降車バス停＞※屋我地ひるぎ学園は3.4人/日で、1便運天原行きからの連続乗車

1位:名護バスターミナル9.1人/日、2位:イオン6.9人/日

＜乗車バス停＞
1位:イオン7.6人/日、2位:名護バスターミナル5.2人/日

＜降車バス停＞
各バス停にバラけており1バス停最大3人/日程度

＜乗車バス停＞
羽地・屋我地エリア内の各バス停にばらけており最大2人/日程度

＜降車バス停＞
1位:イオン7.3人/日、2位:名護バスターミナル5.1人/日。

〇小学生 ＜乗車＞市街地及び羽地・屋我地エリアの各バス停
＜降車＞屋我地ひるぎ学園 1.3人/日

〇中学生 ＜乗車＞市街地及び羽地・屋我地エリアの各バス停
＜降車＞屋我地ひるぎ学園 1.3人/日

⇒屋我地ひるぎ学園の通学利用も少なく、住民ヒアリングや保護者
アンケート結果を踏まえて改善策の検討を進める

〇高校生 ＜乗車＞羽地・屋我地エリアの各バス停
済井出、屋我地ひるぎ学園前、山田入口 等

＜降車＞各高校周辺のバス停 計6.8人/日
名護商工2.1人/日、名護高校3.1人/日、
北部農林（名護バスターミナル）1.7人/日

①
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用
の
さ
れ
方

(青字:5.0人/日以上)
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⇒住民ヒアリング等の結果も踏まえながら、デマンド運行を含めた住民にとって利用しやすい運行形態の検討を進める


